
 

 

 

 

 

 

 

へいわ創造機構ひろしま（ＨＯＰｅ）は、Ｇ７広島サミットの成果を受けて、広島を中心とした日本の若者

を、日本を除くＧ７各国に派遣し、現地の若者と議論・交流する、Ｇ７広島サミット レガシー・プロジェク

ト「若者たちのピース・キャラバン」を実施します。 

本事業では、現地の人々が再度Ｇ７広島サミットを想起し、広島への関心を更に高めつつ、核兵器問題をは

じめとした幅広い地球規模課題の解決に向けた機運向上を図ることを目的としています。 

世界の若者と、この地球の未来について何ができるか一緒に考え、行動する若者を募集します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 提 供 
令和５年８月 17日 
課 名：へいわ創造機構ひろしま 

（事務局：広島県平和推進 PT） 
担当者：栗原 
内 線：2503 
直 通：082-513-2366 

Ｇ７広島サミット レガシー・プロジェクト 

「若者たちのピース・キャラバン」の参加者を募集します！ 

 

【実施主体】へいわ創造機構ひろしま（事務局：広島県平和推進プロジェクト・チーム） 

 

【派遣日程】①イギリス及びフランス 令和５年 10月 30日（月）から令和５年 11月６日（月） 

      ②アメリカ及びカナダ  令和５年 11月 12日（日）から令和５年 11月 19日（日） 

      ※ドイツ及びイタリアへの派遣も、検討中。 

 

【活動内容】●Ｇ７各国の若者との議論・交流 

各国１都市にて、大学（院）等へ訪問、もしくはイベント会場において、 

・日本と現地双方の学生による、Ｇ７広島サミットの成果や、核兵器問題を 

はじめとした幅広い地球規模課題に関する取組のプレゼンテーション 

・ディスカッション 

を実施 

 

●教育的意義の高い施設等の視察 

 

●その他、国内での事前勉強会や事後報告会を予定 

 

【募集人数】①② 各５名（令和６年４月１日時点で、16歳以上 27歳以下の日本人） 

 

【参 加 費】旅費等は、へいわ創造機構ひろしまが負担します。 

 

【選考方法】第１次選考（書類審査(日本語)）及び第２次選考（面接(日本語・英語)）により選考します。 

 

【応募方法】国際平和拠点ひろしま HP から必要書類をダウンロードし、 

締切までにメールにより提出してください。 

 

【募集締切】令和５年９月８日（金）17時 00分必着 

 

※詳細は募集要項をご覧ください。（https://hiroshimaforpeace.com/youthcaravan-application/） 

実施概要 



1 

 

Ｇ７広島サミット レガシー・プロジェクト「若者たちのピース・キャラバン」 

募集要項 

 

１ 事業目的 

  Ｇ７広島サミットの成果を受け、広島を中心とした日本の若者を、団として、日本を除くＧ７各国に

派遣し、現地の若者と議論・交流することにより、現地の人々が再度Ｇ７広島サミットを想起し、広島

への関心を更に高めつつ、核兵器問題をはじめとした幅広い地球規模の課題解決に向けた機運向上を

図る。 

 

２ 募集概要 

（１）募集期間 

   令和５年８月 17日（木）～令和５年９月８日（金）17時 00分 必着 

（２）募集人数  

  ・イギリス及びフランス ５名 

  ・アメリカ及びカナダ  ５名 

（３）申込方法 

   下記６のとおり 

 

３ 事業概要 

（１） 実施主体 

へいわ創造機構ひろしま（事務局：広島県地域政策局平和推進プロジェクト・チーム） 

（２） 派遣先 

① イギリス及びフランス 

② アメリカ及びカナダ 

※ドイツ・イタリアへの派遣も、検討中。 

（３） 派遣期間（予定） 

① 令和５年 10月 30 日（月）から令和５年 11月６日（月） 

② 令和５年 11月 12 日（日）から令和５年 11月 19日（日） 

（４） 派遣人数 

①② 各５名  ※現地へは、事務局職員が引率する。 

（５） 派遣先での活動（詳細については調整中） 

○ Ｇ７各国の若者との議論・交流 

各国１都市※にて、大学（院）等へ訪問、もしくはイベント会場において、 

   ・日本と現地双方の若者による、Ｇ７広島サミットの成果や、核兵器問題をはじめとした幅広

い地球規模課題に関する取組のプレゼンテーション 

   ・ディスカッション 

を実施（アメリカについては、核兵器問題を中心とする予定） 

 ※１都市にて複数回実施する場合もある 

参考 Ｇ７広島サミットで取り上げられた地球規模課題：平和、気候・エネルギー、食糧、保健、開発等 

○ 教育的意義の高い施設等の視察 

（６） 使用言語 

英語 

（７） 事前勉強会等 

下記８及び９を参照 
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４ 応募資格 

  次のいずれにも該当すること。 

（１） 本事業に関わる全ての関係者が有する、国籍、人種、ジェンダー、性的指向、身体的特徴、信

仰、政治的信念・思想などの多様性に対して、常に配慮と敬意を有すること。 

（２） 令和６年４月１日時点で、16歳以上 27歳以下の日本人であること。 

（３） 英語による現地の若者とのディスカッションやプレゼンテーションを行うことができる高い語学

力を有すること。 

参考値 TOEIC:945以上、TOEFL ITP:627以上、TOEFL iBT:108以上、英検:1級 

（４） 派遣期間及び事前勉強会等、すべての行事日程に参加できること。 

（５） 心身ともに健康で、海外での規律ある行動及び団体生活ができること。 

（６） 派遣後、体験や成果を生かして積極的に活動するとともに、SNS等を活用して広く情報発信をす

ること。 

（７） 未成年者の場合は保護者の同意、高校生の場合は学校長の推薦が得られること。 

 

５ 選考方法等 

  第１次選考（書類審査）及び第２次選考（面接）を実施し、選考する。なお、派遣先は希望通りとな

らない可能性がある。 

（１） 第１次選考（書類審査） 

参加申込書及び作文により審査を行う。 

ア：参加申込書 

こちらより様式をダウンロードし、記入する。 

イ：作文 

こちらより様式をダウンロードし、次のテーマを必ず盛り込み、日本語で 800～1200 字以内

で具体的に記述する。 

（２） 第２次選考（面接） 

面接は日本語及び英語で行う。 

実施日：令和５年９月 23日（土） 

場 所：広島市内またはオンライン（参加者と調整） 

（３） 選考結果の通知 

第１次選考の結果及び第２次選考の日時等は令和５年９月 15日（金）までに、第２次選考の結果

は令和５年９月 29日（金）までに、それぞれメールで通知する。 

なお、選考結果の理由に関するお問合せには、一切お答えできません。 

（４） 選考の主な観点 

・本事業の趣旨・目的を十分に理解し、派遣先で積極的な交流・意見交換・情報発信ができるか。 

・現地情報の収集等、現地での活動が充実したものになるよう、自ら準備に努めることができるか。 

・派遣後、体験や成果を自ら発信し、積極的にその成果を生かした活動ができるか。 

 

 

＜テーマ＞ 

・Ｇ７広島サミットの開催やその成果について、どのように考えるか。 

・上記を踏まえ、核兵器問題をはじめとした幅広い地球規模課題の解決に向けて、自分たち若者

世代として、各国の若者とどのようなことが取り組めると考えるか。 

・帰国後、今回の成果をどのように発信し、今後の自らの活動にどのように生かそうと考えるか。 

※タイトルは自由に設定してよい。地球規模課題の内容についても自由に設定してよい。 
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６ 申込方法等 

（１） 申込方法・期限 

下記（２）の申込書類を、令和５年９月８日（金）17時 00分必着で、下記 11の場所へメールに

より提出すること。 

（２） 申込書類 

・様式１ 参加申込書 

 ※PDF形式でスキャンデータを提出すること。（写真撮影したデータでの提出は認めない。） 

・様式２ 作文用紙 

 ※word形式で提出すること。 

 

７ 参加経費 

広島空港または羽田空港※（参加者が選択）から現地までの往復旅費、現地宿泊費・旅費、旅行保険

料、出入国手続き費用については、へいわ創造機構ひろしまが負担する。 

以下の経費は、参加者の負担とする。 

（１） 旅券（パスポート）取得費用 

（２） 自宅から集合場所（広島空港または羽田空港※（参加者が選択））までの往復交通費 

（３） 滞在中の医療費及び土産や通信費等の私的な費用 

（４） その他、公式日程に含まれない活動に係る費用 など 

（５） 派遣決定後に派遣者の個人的な理由によりキャンセルした場合の航空券等のキャンセル費用 

（６） 事前勉強会及び帰国報告会への参加にかかる費用 

※成田空港の可能性有 

 

８ 事前勉強会及び帰国報告会 

以下のとおり実施予定である。時間や場所などの詳細については、第２次選考後に通知する。 

（１） 事前勉強会 

内 容：事業概要、訪問先の情報等 

開催日：令和５年 10 月中（回数未定） 

場 所：広島市内またはオンライン（調整中） 

（２） 帰国報告会 

開催日：令和５年 12 月中 

場 所：広島市内 

 

９ 帰国報告書 

参加者は帰国後１か月以内に、本派遣事業に参加した感想文（縦Ａ４版横書き１枚程度、関連する写

真１～２枚を含む）を作成し、へいわ創造機構ひろしまに提出する。提出された報告書は、HP 等に掲

載する。 

 

10 その他 

（１） 活動中の写真・動画や氏名・所属等は、現地受入先及び広島県、へいわ創造機構ひろしまの広報

資料等に掲載及びマスコミ等から報道される場合がある。また、その他に実施主体が適当と判断

した場合は、掲載される場合がある。 

（２） 応募書類は、参加者の選考のために利用されるほか、事業の実施のために利用される。このため、

連絡先等の情報は、他の参加者及び事業関係者に提供されることがある。 
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11 提出先・問合せ先 

  へいわ創造機構ひろしま事務局（広島県地域政策局平和推進プロジェクト・チーム内） 

Tel: 082-513-2366   Fax: 082-228-1614 

Email: chiheiwa@pref.hiroshima.lg.jp 

住所: 〒730-8511 広島市中区基町 10-52（広島県庁南館２階） 

 



Ｇ７広島サミット レガシー・プロジェクト「若者たちのピース・キャラバン」 参加申込書 

 姓 名 

フリガナ   

氏  名   

ローマ字   

生年月日 西暦    年   月   日 

電話番号 自宅  携帯  

E-MAIL 

(添付ファイル受信

可能なアドレス) 

1(ｲﾁ)、ｌ(ｴﾙ) 、Ｉ(ｱｲ) 、０(ｾﾞﾛ) 、o(ｵｳ) 、a(ｴｲ) 、d(ﾃﾞｨ) 、-(ﾊﾞｰ) 、_(ｱﾝﾀﾞｰﾊﾞｰ)など判別が難しい文字

が含まれる場合は、フリガナを付けてください。 

 

住  所 
〒   -     

 

学校名・ 
勤務先等  

学年・組、 
学部・専攻 
・学年等 

 

英 語 力 

英語に関する資格 
（あれば記入） 

英検   級   TOEIC   点   TOEFL    点 
その他（                      ） 
※合格証明書や Official Score Certificate のコピーを提出してください。 

海外経験、英語による
会議への参加経験 

（滞在国名と期間、行事名や時期等について記入してください。） 

 

派遣先希望 

・希望する派遣先について、第２希望まで記入してください。 

・必ずしも希望順位どおりにならない可能性があります。 

選択肢・・・① イギリス及びフランス ② アメリカ及びカナダ 

第１希望（必須）：             第２希望： 

健康状態 
(持病がある場合は

必ず記入し、常用す

る薬を持参のこと) 

☐健康である ☐健康に不安がある（下記に詳細を記入） 

 

広島県との

つながり 

（記入は任意） 

 

本人の意思 

・私は、選考の結果、参加者に選定された場合、積極的かつ主体的に活動します。 

・活動中の写真・動画、氏名・所属、事業で作成した個人の作品等について、広島県

及びへいわ創造機構ひろしまが広報活動等で使用すること、及びマスコミ等から

報道される可能性があることについて承諾します。 

２０２３年   月   日  本人署名（サイン）                

保護者の同意 

※未成年者の方 

上記記載事項を確認し、本事業の参加者に選定された際には申込者が参加すること

に同意します。 

２０２３年   月   日 

保護者住所                                 

保護者署名（サイン）                （本人との続柄     ） 

学校長の推薦 

※高校生の方 

上記本校生徒が、本事業へ参加申込することを推薦します。 

学校名                                    

学校長署名（サイン）                             

※提出された個人情報は広島県及びへいわ創造機構ひろしま事務局で管理し、当該事業及び、広島県 

及びへいわ創造機構ひろしまの他の事業の案内以外の目的に使用することはありません。 

様式１ 


